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地球と友達 
 

       
 

          

二
十
九
期
末
に
あ
と
僅
か
と
な
っ
た
。

九
月
二
十
六
日
、
本
社
で
社
員
全
員
が

出
席
し
て
、
三
十
期
ス
タ
ー
ト
を
迎
え

る
に
当
た
り
目
標
発
表
を
行
う
、
全
体

会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
社
長
か
ら
二
十
九
期
の
反

省
と
三
十
期
の
目
標
と
し
て
「
目
標
額

を
受
注
し
、
二
十
五
期
変
革
を
確
実
に

実
行
し
、
三
十
期
と
三
十
一
期
で
黒
字 

      

会
社
へ
」
と
述
べ
ら
れ
、
二
十
九
期
末

昇
任
者
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
各
部
門
長
か
ら
二
十
九
期

の
受
注
、
売
上
、
利
益
の
発
表
が
あ
り
、

二
十
九
期
は
目
標
ま
で
、
あ
と
少
し
で

達
成
出
来
な
か
っ
た
が
、
来
期
に
繋
が

る
新
し
い
芽
が
で
て
き
て
い
る
、
今
期

あ
と
少
し
安
全
で
頑
張
ろ
う
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
社
長
室
長
か
ら
二
十
九
期

経
営
貢
献
表
彰
と
し
て
、
受
注
目
標
・

売
上
目
標
で
全
て
の
目
標
を
ク
リ
ア
し

た
井
原
課
長
に
金
一
封
が
伝
達
さ
れ
、

ぜ
ひ
他
の
社
員
も
目
標
を
達
成
す
よ
う

に
努
力
し
よ
う
と
述
べ
ら
れ
た
後
、
三

十
期
経
営
方
針
（
「
緑
と
花
」
人
の
義

務
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

三
十
期
の
目
標
発
表
の
た
め
、
本
店
、

営
業
所
か
ら
の
社
員
の
出
席
も
あ
り
、

会
社
全
体
、
部
門
、
個
人
の
各
々
の
目

標
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

専
務
か
ら
は
、
受
注
を
す
る
た
め
、

永
久
黒
字
会
社
に
す
る
た
め
に
「
双
方

に
と
っ
て
価
値
あ
る
取
引
を
し
よ
う
」

「
キ
ャ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
全
て
の
基
本
だ
」

「
部
下
や
協
力
会
社
と
自
ら
も
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
必
達
」
等
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。 

最
後
に
三
十
期
目
標
へ
「
ガ
ン
バ
ロ

ー
コ
ー
ル
」
で
会
議
を
閉
じ
ま
し
た
が
、

全
社
員
が
出
席
し
目
標
が
確
認
で
き
た

こ
と
が
大
変
有
意
義
な
機
会
と
な
り
、

三
十
期
目
標
達
成
に
向
け
心
を
一
つ
と

な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」 

      
 

     

 

 

 

 

 

 

 

30 期に向けて 「ガンバローコール」 

 

三
十
期
に
向
け
て 

全
社
員
一
丸 

目
標
達
成
を 

30 期に向けて リニューアルした姫路本店看板

「ガンバローコール」 
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平
成
二
十
五
年
九
月
六
日
か
ら
八
日

ま
で
の
三
日
間
、
韓
国
の
順
天
湾
（
サ

ン
チ
ョ
ン 

ベ
イ
）
で
「
地
球
の
庭
園
、

順
天
湾
」
を
主
題
に
開
催
さ
れ
て
い
る

国
際
庭
園
博
覧
会
を
兵
庫
県
、
神
戸
市

の
造
園
業
会
関
係
者
や
設
計
者
の
皆
様

と
視
察
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。 

 

当
日
は
空
路
で
関
西
空
港
か
ら
釜
山 

空
港
に
到
着
し
、
バ
ス
で
高
速
道
路
を 

                     

約
四
時
間
の
行
程
で
順
天
湾
に
向
か
い

宿
泊
、
二
日
目
に
早
朝
か
ら
世
界
五
代

沿
岸
湿
地
（
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

地
）
の
中
心
で
あ
り
、
二
十
二
．
六
キ

ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
の
干
潟
・
葦
の
密
集

地
五
．
四
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
が
広
が

る
順
天
湾
を
徒
歩
で
視
察
、
百
二
十
種

の
植
物
と
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
な
ど
干
潟
の
動

物
や
ナ
ベ
ヅ
ル
に
代
表
さ
れ
る
毎
年
飛

来
す
る
二
百
三
十
五
種
類
の
渡
り
鳥
の

一
部
を
観
察
し
ま
し
た
。 

木
道
付
近
で
も
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
が
跳
ね

る
姿
が
観
察
で
き
る
な
ど
素
晴
ら
し
い

湿
地
環
境
を
満
喫
し
ま
し
た
。
周
辺
の

里
山
を
観
察
し
ま
す
と
岩
盤
地
形
が
多

い
朝
鮮
半
島
の
特
徴
か
ら
松
の
人
工
林

が
多
く
造
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
国
際
庭
園
博
覧
会
の
会

場
に
向
か
い
会
場
内
を
見
学
、
入
場
後

ひ
と
き
は
目
を
引
く
庭
園
は
順
天
レ
イ

ク
ガ
ー
デ
ン
と
言
い
、
丸
い
丘
が
湖
を

取
り
囲
む
庭
園
で
世
界
的
な
庭
園
デ
ザ

イ
ナ
ー
「
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ジ
ェ
ン
ク

ス
」
氏
が
順
天
の
地
形
を
形
像
化
し
た

湖
庭
園
で
す
。 

丘
の
頂
上
か
ら
見
え
る
会
場
内
の
パ

ノ
ラ
マ
は
都
心
と
順
天
湾
の
間
に
造
成

さ
れ
、
膨
張
す
る
都
心
か
ら
順
天
湾
を

保
護
す
る
エ
コ
ベ
ル
ト
と
し
て
の
会
場

の
意
味
が
理
解
で
き
る
風
景
が
広
が
り

ま
す
。 

        

  

  

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ェ
ル
シ
ー
・

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
で
２
年
連
続
入
賞
し

た
庭
園
デ
ザ
イ
ナ
ー
「
フ
ァ
ン
・
ジ

ヘ
」
氏
の
作
品
「
ゴ
カ
イ
の
小
道
」
は

ゴ
カ
イ
が
通
る
干
潟
上
の
道
を
立
体
的

に
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
し
た
か
の
よ
う
に
表

現
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
図
書
館
、
ネ
ズ
ミ
穴
カ
フ
ェ
な
ど

面
白
い
空
間
に
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

会
場
内
は
日
本
を
含
め
多
く
の
国
か 

ら
出
展
が
あ
り
、
多
く
の
お
国
柄
を
反

映
し
た
庭
が
楽
し
め
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

順天湾（ラムサーム条約登録地）を一望 

  
  

  

専
務
取
締
役 

田
中 

基
文 

順
天
湾
国
際
博
覧
会
を
視
察 

 
２ 

2013 

２ 

in 韓国

2013 

チャールズ・ジェンクス氏の湖庭園 

「ゴカイの小道」を上方より撮映 
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夜
は
組
織
委
員
会
の
事
務
総
長
を
は

じ
め
多
く
の
関
係
者
と
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
、
韓
国
の
環
境
・
緑
化
事
情
と 

                  

  

  

 

日
本
と
の
違
い
な
ど
に
驚
か
さ
れ
る
等

楽
し
い
交
流
の
機
会
が
持
た
れ
ま
し
た
。 

最
終
日
は
一
路
、
釜
山
経
由
で
関
西

空
港
に
向
か
い
夜
半
に
豊
岡
に
帰
り
ま

し
た
。 

博
覧
会
の
公
式
エ
ン
ブ
レ
ム
、
「
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｏ
」
は
生
態
系
を
意
味
す
る

「
Ｅ
ｃ
ｏ
ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｕ
」
と
地
球

を
意
味
す
る
「
Ｇ
ｅ
ｏ
」
を
合
わ
せ
、

人
間
と
自
然
が
一
つ
に
な
る
博
覧
会
、

更
に
は
地
球
の
未
来
ま
で
も
考
え
る
博 

      

六
月
二
十
九
日
の
安
全
大
会
終
了
後
、

午
後
の
時
間
を
利
用
し
て
社
員
一
同
参

加
で
豊
岡
市
消
防
本
部
を
会
場
に
「
普

通
救
命
講
習Ⅰ

」
を
受
講
し
ま
し
た
。 

当
日
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
り
座

学
で
救
急
救
命
に
つ
い
て
学
び
、
休
憩

後
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
し
た
心
肺
蘇
生

法
に
つ
い
て
実
地
で
講
習
を
受
け
ま
し 

た
。 

覧
会
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
が
、
同
じ 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
地
に
住
み
、
造

園
業
に
携
わ
る
私
に
と
っ
て
大
変
将
来

の
豊
岡
市
と
兵
庫
県
を
考
え
る
機
会
を

い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

エ
コ
と
ジ
オ
の
両
立
を
目
指
す
豊
岡

市
で
積
極
的
に
造
園
業
界
が
力
を
出
せ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。 最

後
に
今
回
、
視
察
で
お
会
い
し
た

方
々
に
感
謝
し
ま
す
。 

     

 

三
人
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
一
一
九

番
の
通
報
者
、
確
認
者
、
補
助
者
に
役

目
を
分
け
、
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
や
り
方
な
ど
を
消
防

署
の
方
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。 

自
分
の
現
場
で
、
も
し
も
の
時
に
救

命
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
各
々
の
社
員 

は
熱
心
に
人
形
と
機
械
に
向
き
合
っ
て

い
ま
し
た
。 

           

  

事
故
や
ケ
ガ
か
ら
自
分
と
同
僚
、
協

力
会
社
の
方
々
を
守
ろ
う
と
社
員
一
同

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
と
言
う
時

に
命
を
守
る
た
め
の
救
命
活
動
が
重
要

で
あ
る
と
の
消
防
署
の
方
の
お
話
も
あ

り
、
今
回
の
全
社
員
講
習
と
な
り
ま
し

た
。 

 

当
社
で
は
今
後
も
全
社
を
あ
げ
て
〇

災
害
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
む
と
共

に
人
命
優
先
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
ま

い
り
ま
す
。 

 

韓国庭園を見学 

消防署員から説明を受ける社員 

普
通
救
命
講
習
を
終
了 

㈱
西
村
風
晃
園
全
社
員 

 

「
命
が
一
番
」 

ロックガーデンの説明を受ける参加者 
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城
崎
温
泉
の
円
山
川
を
挟
み
、
対
岸

に
あ
る
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
で
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
湿
地
ま
つ
り
に
、

今
年
も
当
社
で
は
花
鉢
の
販
売
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
、
湿
地
を
訪
れ
る
旅
行
者

や
地
域
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 
 

             

     

戸
島
湿
地
で
は
有
限
会
社
晃
と
共
に 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
湿
地
ネ
ッ

ト
」
と
共
同
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
民
間
で
の
環
境
教
育
の
取
組
等
に

挑
ん
で
お
り
、
当
社
と
の
関
わ
り
が
深

い
場
所
で
の
出
店
で
、
今
年
で
３
年
目

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
日
の
十
月
二
十
日
は
く
も
り
空
で 

     

Ｊ
Ｒ
宝
塚
駅
の
隣
駅
、
Ｊ
Ｒ
生
瀬
駅

か
ら
徒
歩
十
分
の
生
瀬
小
学
校
の
南
斜

面
で
兵
庫
県
が
実
施
し
て
い
る
「
六
甲

山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
」
の

中
で
、
当
社
が
加
盟
す
る
柔
構
造
物
工

法
研
究
会
の
「
イ
ン
パ
ク
ト
バ
リ
ア
工

法
」
施
行
地
を
西
日
本
の
会
員
が
視
察

し
ま
し
た
。 

は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
が
訪
れ
、

昨
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の 

湿
地
と
そ
の
周
辺
の
動
植
物
に
ふ
れ
て

秋
の
一
日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 

市
外
か
ら
訪
れ
た
あ
る
男
性
か
ら
は

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
湿
地
の
状
況
を
観
察

し
、
豊
岡
市
民
の
皆
さ
ん
の
努
力
が
良

く
理
解
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
見
に
来
ま
す
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
も
当
社
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野

生
化
の
取
組
に
つ
い
て
積
極
的
に
参
画

し
て
行
き
ま
す
。 

     

当
日
は
生
瀬
駅
に
集
合
し
、
現
地
ま

で
徒
歩
で
移
動
、
兵
庫
県
西
宮
土
木
事

務
所
の
担
当
者
様
か
ら
「
六
甲
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
事
業
」
の
概
要
の
説
明
を
聞

い
た
後
、
協
会
事
務
局
か
ら
「
イ
ン
パ

ク
ト
バ
リ
ア
工
法
」
の
説
明
が
あ
り
、

リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
の
土
砂
捕
捉
版
で
従
来

工
法(

待
受
け
式
擁
壁)
に
比
べ
施
工
性
、 

             

環
境
調
和
性
に
優
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
の
紹
介
が
あ
り
、
場
所
を
移
し
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
社
で
は 

今
後
、
新
工 

法
の
学
習
会 

な
ど
を
社
内 

で
も
行
い
、 

お
客
様
に
良 

い
工
法
を
提 

供
し
て
行
き 

た
い
と
考
え 

て
い
ま
す
。 

ホームページの内容を一新しました。 

ブログは日々更新中です。 

http://www.fuukouen.com/ 

 

  
 

施行地で説明を聞く参加者 

お花を選ぶ来園者 

湿
地
ま
つ
り
に
参
加 

 

ハチゴロウ 

の 

戸島湿地 

イ
ン
パ
ク
ト
バ
リ
ア
工
法
を
視
察 


